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 Ａ．研究目的 
 地域完結型がん・生殖医療連携の全国展開(日本
版Oncofertility Consortium)によるAYA 世代のが
ん患者の妊孕性に関する支援とそのための人材育
成を目的とする。 
 
Ｂ．研究方法 
1) がん専門医、がん患者・サバイバーに対する全
国大規模実態調査を実施した。 
2)岐阜モデルでの経験や実績をもとにし、日本が
ん・生殖医療学会(JSFP)とも協力し、全国での地域
完結型がん・生殖医療ネットワーク構築支援および
ネットワーク間の相互支援体制構築を実施した。 
3)講演会、学会シンポジウムなどを通して医療者、
一般に対する啓発活動を行った。 
4)日本生殖心理学会と協力し、がん・生殖心理専門
心理士の養成を行った。 
 
Ｃ．研究結果 
 1) がん治療専門医においては生殖医療に関する
情報提供の重要性は感じつつも生殖医療資源の偏
在によって、適切なタイミングで正確な内容の情
報提供がなされていない。診療科による意識の格
差などが明らかになった（癌と化学療法誌に掲載予
定）。患者、サバイバーにおいても上記と同様の問
題点に加え、実際にサバイバーではがん治療による
不妊、卵巣機能低下、更にそれによる挙児断念が有
意に多いことが明らかになった。更にこれらは小児
期発症サバイバーにおいても同様の傾向が認めら
れた（論文投稿中）。 
2) 地域ネットワーク構築に関しては、2018年2月時
点で18府県まで拡大している。また、Oncofertilit
y Consortium Japan Meetingの開催およびその
成果物をJSFPホームページを利用してオープンソ
ースとして共有することなどによって相互支援体
制が確立された。 
3)JSFP学術集会、日本受精着床学会、日本婦人科
腫瘍学会、日本IVF学会、日本小児血液がん学会な
どでのシンポジウムをはじめ、各地域のがん・生殖
医療の講演会（愛媛、宮城、名古屋市）等での啓発
活動を行った。 
4)がん・生殖医療専門心理士は18名となった。また、

看護、薬剤等の他職種領域の関係者によるJSFP参
加も増加している。 
 
Ｄ．考察 
 大規模実態調査の結果は、小児、AYA世代のが
ん治療における生殖機能に関する情報提供や適切
な対応ができる体制の構築の必要性が再認識され
た。また、18地域でがん・生殖医療ネットワーク
が稼働されるようになったことで地域のAYA世代
がん患者の生殖機能に関わる諸問題の医療連携の
円滑化に大きく貢献することが期待できる。また、
今後の他地域への波及効果も少なくない。JSFP w
ebsiteに作成した本研究生殖小班のページは、一般、
医療者への本研究の成果の提供を可能としただけ
ではなく、各地域や施設での資材の共有が、ネット
ワークの全国展開を加速させる上でも有効なツー
ルとなり得ると思われる。また、本研究によって実
施した人材育成、啓発活動は、本領域が多職種の医
療連携促進に大きく貢献したと思われる。 
 
Ｅ．結論 
 本研究班の活動の直接的効果として18地域での
地域ネットワークの活動が開始され、５地域で準備
中となった。また、Oncofertility Consortium Ja
panの設立は地域ネットワークの維持における相互
支援に効果が期待できる。さらに、間接的効果とし
てはがん治療学会のガイドライン発に少なからず
寄与したと思われる。 
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Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
  （予定を含む。） 
 1. 特許取得 
  なし 
 
 2. 実用新案登録 
  なし 
 
 3.その他 
  なし 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


